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1. 工事概要–1 



3號機 4號機 5號機

1,930m/1,930m 2,275m/2,300m 2,220m/2,764m

(5/6現在)

地中接合点

１. 工事概要–2

EPB＋圧送
EPB＋圧送

EPB＋泥水輸送

4号TBM 外径6400mm

3号TBM 外径6400mm

5号TBM 外径6400mm



２.工事の特徴 4

１．長距離、高速施工、急曲線が多い線形、立坑用地狭小

３．地中接合工法

２．3本の隧道の地質が異なる

① EPB高速施工仕様＋中折れ設備 30ｔ高速クレーン設備

② 残土処理 ⇒（3,4号）ポンプ圧送方式、（5号）泥水輸送（Hybrid）

③ 五等分割内面平滑セグメント + 快速継ぎ手

① 3号EPB：砂質土対応 ＋ 圧送

② 4号EPB：泥岩，砂岩対応 ＋ 圧送

③ 5号EPB：砂礫，粘土、砂質土 ＋ Crusher & 泥水輸送

本工事条件に適合した改良A-DKT方式の採用



３．発進立坑全景 5

3号立坑 3800m² ４号立坑 6400m²

3号ｼｰﾙﾄﾞ・4号ｼｰﾙﾄﾞ発進 ５号シールド発進

3000m³
30ｔクレーン

泥水処理設備
セグメント置き場 セグメント

置き場清水槽

残土ピット

残土ピット
2000m³

30ｔクレーン

30ｔクレーン

清水槽

(2015年8月撮影)



４．シールドトンネル線形 6

S字3D急曲線Ｓ



已組立完成環片

往隧道軸方向進行

施工組裝環片

M鐵件
雄側

F鐵件
雌側

嵌合軌

錨定部
（錨定鋼筋型式）

中空部
突出部

F鐵件
(母接頭)

M鐵件
(公接頭)

突出部 錨碇部
(錨碇鋼筋型式)

中空部

嵌合軌

隧道軸向壓入

施工組裝環片

已組立完成環片

金屬墊圈+

盤式彈簧片

鋼管+蓋

錨碇鋼筋

螺栓

套梢

金屬墊圈+

盤式彈簧片

鋼管+蓋

錨碇鋼筋

螺栓

套梢

壓入前 壓入後

コーン・コネクター（ピース間継手）

DＳボルト（リング間継手）

A A

B B

K

5,700

275

6,250

・5等分割環片

・内径：D=6,250mm

・厚度：t=275mm

・幅：B=1,500mm

線形 セグメント幅 種類

220≦R 1.5 m RC

75m≦R＜220 0.75 m RC

R＜75m 0.3 m 鋼製

7５.  セグメント



86. 五等分割セグメントの組立



単体曲げ試験 ジャッキ推力試験
第一回試験

単位 荷重 試験結果 備 考

単体曲げ試験

ひび割れ
荷重

tf 5.34 6.00 破壊荷重が終局荷重を上回っており、問
題ない。

終局荷重 tf 22.75 68.82 

ジャッキ推力試験
（装備推力 200ton）

載荷重 tf 370 
ひび割れ無し
破壊無し 装備推力でも問題が生じなかった。

載荷重 tf 480 破壊無し

9７. セグメント試験
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3立坑初期推進 S字3D急曲線 30mR セグメント 運搬

４号機掘進・組立 急曲線 60mＲ RC セグメント 1.5m幅

8. トンネル施工状況



119. 地中接合

700mm

2040mm
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工務所

4号立坑

10. 現場視察預定

3号立坑

集合場所：工務所

現場視察：4号立坑
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